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Since the pineal tumor sometimes田 usesprecocious puberty, the question is raised as 

to whether the pineal body is related to the normal development of somato-sexual organ 

and also if it controls the early maturity of somatic and sexual development. Many inve-

stigations concerning the functions of the pineal body were carried out but the results ob-

tained are inconclusive. Further research is needed to clarify whether the pineal body is 

an endocrine gland or a mere atrophied gland, or a remaining organ which has no im-

portance physiologically. 

This experiment was designed to study the effects of the pineal body on somato-

sexual organ when the surface of the pineal body was stimulated continuously with alu-

mina-cream. The Ss for the experiment were young male rats and the following results 

were obtained. 

1. Six groups of male rats, from 4 to 5 weeks in age, were chosen. The rats of 

each group were of the same litter. They were divided into an experimental and control 

group, but they were raised under the same conditions. The experimental group of 12 

rats were operated and the control group of 6 rats were not operated. The operation of 

osteoplastic craniotomy was used, and the exposed pineal body was covered with a piece 

of gelatin sponge absorbing ‘alumina cream. 

Four weeks after the operation the comparison was made between the operated and 

the non-operated group concerning physical weight and the weights of testicle, epididymis 

and seminal vesicle. Also testicle, epididymis, seminal vesicle and adrenal gland were exa-

mined histologically. No significant difference was found in the physical weight, and the 

weights of the respective organs between the two groups. Neither did the histological exa-

mination of those organs show any difference between the two groups. 

2. Two male rats, 5 weeks in age, were operated by the same w町・ They were 

raised 6 and 13 weeks after the operation. And then, testicle, epididymis, seminal vesicle 
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and adrenal gland were examined histologically. No significant difference was found in the 

physical weight and the histological examination of those organs. 

3. Furthermore, when the pineal body was examined histologically, it was found that 

the impediment was very small in the nervous system around it, which may suggest a 

problem of further study. There was not any damage found in the thalamus, hypothala-
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mus and brain stem. 

These results lead to the conclusion that it is very uncertain whethere the pineal 

body controls the somato and sexual development, or it has some kind of relation to them. 

え，生じた白色沈澱を，蒸留水でその上清に i¥e"I町

試薬でアンモニウムイオンを検出できなくなるまで洗

浄しp 遠心沈澱によってコロイド状のアルミナクリー

ムを作製した．

このアルミナクリームの中lこ，滅菌スポンゼル

(2×2×I rnrn3）を浸し充分にアルミナクリームを浸透さ

百

Pubertuば praecoxが松果休壇場，間脳部腰湯のー症

候群として来ることがあることは一般によく知られて

いるが，桧果休そのものが性成熟と関連を有する内分

緒

せた．

3. 麻酔法

ラポナ＿，しを使用しp

内に注入した．

4・ 手術法

桧果体に達するためには，既に我々の教室の景山の

ラットの除耳主体別，＇i＼；去があるが，私は之に倣って手術

した．四肢平板固定後p 頭頂部耳染聞の努毛を行な

いpアルコール消毒の後約2cmの正中皮膚切開を加えP

皮下組織並びに骨膜にも及ぼし，（図A,B〕に示す如

体重 IOOgにつき 5皿gを腹腔

泌、；~~宵であるかp 或は生理的に意義を有しない単なる

退化乃至は遺残器官に過ぎないか，その機能に関して

は未だ明らかでない点がある。

この問題に関して我々の教室ではp福島が Pubert"'

praecoxを伴なう桧果休部腫療の臨床例において，腫

蕩は奇形腫であることが多く p Pubertus praecoxの

成因としてその中に潜在する Cytotrophoblastomaの

Gonadotropinの分泌能を重視すると共に，視床下部

に及ぼす腫場の緩慢な圧迫，浸潤p 刺激状態をもそ

の成因の一部として認める立場をとっている．え半

田P .＇~'.1,;'J じ景山等は桧果休の破壊或は完全別出等一連

の動物実験を行ないその成績を発表しているが，桧果

体そのものにl人！分泌器官とは考えられないと指摘して

いる．
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私は桧果体を破壊又は刻出することなし桧果休部

を直接その表面からアルミナクリームをもって持続的

に刺激した場合，如何なる影響がJ｝休生本r ；~i：こ現われ

るかその聞の消息を調べるため，幼若雄ラットを用い

て実験を行ない；1：の係な結果：を1'.1・た．

B 

く（印に骨窓を開き，点線の如く眼科用明万をもって

骨を切りp 両側頭頂骨を後方に起こしp 更に関頭頂骨

を横洞を傷つけぬ様に後方に起こす．次いで矢状洞を

硬脳膜と JI~に完全に結紫した後縫断し，洞合流部側硬

脳膜を後方に開くと松果休が現われる。次いでアtミ

ナアリームを浸透させたスポンゼq.絵果体の前面か

ら上面を蔽う様l二十，p人し，硬脳膜p 骨片を旧位に復し

rzr留を縫合した．

5. 飼育法

図A 図
実験材料及び実験方法

I. 実験動物

実験動物としては体重 15～60g 生後 4～5週の雄

ラットを使用した. 18例（ 6群）を手術したもの12例，

手術しない対照のもの 6例に分かち手術後4週間飼育

した．（キll下（土同腹である．別に 2例につき術後6週間

及び13週間飼育した．

2. アルミナクリーム作製法

Kopeloffの方法によりp 室温において 1%アンモ

ニウム明雲水溶液』 1%ア／モニア水のやや過量を加
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！血目立／ff，対照群何れも一例づっ同大のかごに人h,

同一場所でp オリエンタル製実験用問型飼料並びに給

水瓶を使用して飼育した．

6. 検索

体重測定， （｝；＼，、で頚動脈切断p 脱血死させた｛も主義

丸y 副皐丸p 精嚢の重量をmu定F 又皐丸，副皐丸，精
嚢，副腎，松果休については Carnoy液固定後，パラ

7イン包埋しP ヘマトキシリン・エオジン染色により

組織学的検索を試みた．

実験成績

主 術後 j週間飼育群

！.表Iに示される様にp 術後4週間における体重増

加の割合IBーんは，手術群と対照群との聞に特に差異

は認められずP 又皐丸，副皐丸の重量についても両者

聞に大した差異はない

2.表Eに示される様にp 精褒について体重別精重量重

量をとって見るとp 体重に比し精察の重量が特に異常

に大であるとかp 或は逆に異常に小であると思われる

ものはない．
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3.皐丸p 副皐丸p 副腎y 精獲についてP 組織学的に

比較しても特に手術群と対照群との聞に変化は認めら

れない．

皐丸についてはp 精細管は規則正しく配列しP 精子

形成異常なし精細胞子，間細胞にも著変なく皐丸の

萎縮或は異常地殖と思われる様な両者間の差異は認め

られない（図 1J. 

副皐丸についても同様に細胞の発達の遅延或は適度

の増殖等の異常所見は認められない（図2). 

副腎についてはp 肉眼的に形状，大きさについて特

に異常なし皮質（球状層p 束状層，網状層）に著明な

萎縮，増殖は認められない（図3)

精褒については，上皮細胞は佐状で，核は基底部に

あって大きし上皮細胞の扇平化や核の位置の異常等

はなしその重量に応じての発育過程も特に異常はな

い様でP 腺腔も発達するにつれて拡がり，腺座内のエ

オジンによく＇ i＂まる分泌物も著明となり萎縮は認めら

れない（図4). 

B術後6及び13週間飼育例

これば温度調節の失敗より実験動物を多数死亡させ

表 l 術後4週のラット体重，皐丸及び副皐丸の重量
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表 n 術後 4 週のラット ，＇）精免 •ll::Jt 

O戸問削 rat 11 Co附 nl rat 

一←一一一一 →蚕minalves1ck・、問l日ht ' Seminal Vesick•町、 weighs
I Body weight (g) 1 g 1 _ Body weight ~g l J (g) 

~ 99 O.D7 I I 
1 100 0.06 11 I 

IO 100 0.08 Ji 3 i 100 

11 ; 101 ・ 0.06 11 I 

9 102 0.05 :1 2 l 103 O.D7 

0.08 

0.10 

8 103 i 0.18 -1 山

4 : I 05 I 0 .09 : : 5 i 105 

12 i 107 : 0.17 i1 6 : 106 0.14 

0.24 5 l 109 I 0.18 II 1 I 108 

7 111 ' 0.21 i! I 

3 ! 15 i 0.19 I : 

2 ' 117 : 0.20 ,i 

表］［ 術後 6週及び 13週飼育例

After Operation 

6日、＼；り 15

13 "" ：＼り 16

K1)(h・ れそ1ght＇川＜＞ JJeration1 

(g) I 

46.5 

59.0 

る事故があり生き残った2例を飼育したもの（術後6

長び13週各々 l頭宛）でこれに対する対照はない．

表直に見る如く体重y 皐丸の重量については特に異

常なし皐丸その他の臓器についても（閃 5）（図6）に

示す如く特に異常所見は認められない様である。

総括並びに考察

私の実験から次のことが考えられ心．即ちP アルミ

ナクリームによって松果体のみに限局した持続的刺＇~~

が加えられp その周囲組織に対する損傷が極めて少な

いときF その動物の身体的域長や，皐丸p 副皐一丸，精

察p 副腎等の発育にl土何ら認むへき変化を生ぜず，よ

って桧果休そのものは，身体生殖器の発育に何ら直接

的関係を有するものではないものの如く .＇IJ、われる．

以下実験について若干の考察を試みる．

I. 実験fil'IJ！陶の選択についてP 私は次の手U.'.'i，から雄

ラットを使用した．実験の条件をより同ーのものに近

ずけるために，ラヴトは同腹の数が多く対照群を同腹

のものから選ぴ得ること．又その成長曲線は比較的安

定してし、ること， I久に犬P 猫に比しP 松果休の位置が

Killed 

l弘≪iiweight (g) Tぃt1rnLi r weight I g l 

121.0 i 1.58 

200.3 I 2.51 

頭頂部大脳の表面にありp そのため手術ぷ安全にしか

も確実に実施し得ることでありp 身体生殖器の発育に

関係を有するかも知れない近接脳組織に対するfHfj)jが

極めて少なくてすむということ等である．

2. 手術法については古くは λ口氏山口＆ Wolf，脇

田等p 段近では永田の報告等があるがp 官、l土、li教主；；：，

山の方法に倣った．この際矢状澗の結款を完全に行な

い硬脳膜を開くとき矢状洞及び横洞を傷つけぬ様注意

深く行なえばp 出血も少く血腫を生ずることもなく p

子術時の死亡例は皆無に近くなる．かくして露出した

松果体を直視下に｛確実にスボンゼルをもって蔽弓こと

ができ，え図の如く両側大脳並びに｜日位に復された硬

脳膜によってスボンゼノしは固定さiL，術後早期にアル

ミナクリームを含んだままスボンゼノしが移動すること

は考えられない．

3. 手術年令については＇ ~！： 後＂l~5 週即ち離乳後

間もない幼若ラットを用いた．勿論手術年令はより若

い方が望ましいと）山Jtlるが，しかしあまり幼若なも

のは手術による死亡率；j;，~·~くなると考えられるし，ぇ

授乳期のものは術後 I頭づっ飼育することが困難であ
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ヰロ果1本

／ 

J除果体露 出 スボンゼル挿入 硬脳膜復旧

図

りp 母ラットと同ーかごにて飼育した場合P 母ラット

により創部及び脳を吸みちぎられて死亡するもの多く

実験には不適当である．又これまでの幾多の実験から

してp 生後4～5週のラットを用いて遅すぎるという

ことはないと考えられるP

又術後4週間で比較検討したことについてはp 鈴木

はラットの成熟過程はp 生後40目前後に造精機能が開

始される所謂春機発動期に入りp 生後60～90日で射精

機能は確立する即ち性成熟期に至るとし，又生後50日

にして受胎させるラットが屡々ある．これらのことか

ら春機発動期以前から桧果体に持続的刺激を加え性成

熟期の初期即ち生後8～9週（60目前後）， つまり術後

4週に身体生殖器の発育について比較すれば3 その発

育の程度特に桧果休が関係するとすれば身体生殖器の

発育の遅延についての観察に適しているのではなかろ

うかと考えp かかる見地から本実験は行なわれたので

ある。

4. アルミナクリームの局所刺激性についてはp 染

色法の関係で（図7,8）において桧果体周辺のアルミナ

クリームの存在は証明できなかったが，アルミナクリ

ームが脳刺激作用を有することは今日一般に認められ

ているところであり，叉教室の森和夫は脳波所見に基

ついてアルミナクリームにより作られた療嫡性焦点よ

りの放電は遠位に波及せずF 注入部附近に止まること

を結論している．これらのことから私の注入実験でも

桧果休に対する局所的，持続的刺激は目的を達したも

のと考えられる。

℃ 

5. 損傷の範囲については（図8）に示す如く附近

の組織には殆ど損傷なし 又脳室の膨大も認められな

かった．

6. 松果体の機能について教室に於て， 1953年の半

田の雄鶏を用いての実験， 1955年の黒沢の雌ラヴトを

用いての実験，1955年の景山の雄ラットを用いての実

験があるがp 何れも視床下部p 視床p 脳幹部等は身体

生殖器の発育に関連があるかも知れないがp 松果休そ

のものはその関連性が極めて疑わしI,、と している．

特に景山の場合p J除果体の完全別出と周囲組織の損

傷極めて僅少なとき身体生殖器に何らの変化も認め

ずP 又去勢後も松果体には何ら変化がなかったと報

じている．私の実験は別の方面からこの問題を検討し

たものであるがp その結果について見るとp 体重につ

いては術時と術後4週の体重の差（増加）がp 手術群

は対照群に対し或るものは多く或るものは少なし皐

丸p 副星雲丸の重量についても対照群に対し或るものは

大きく或るものは小さい．若し桧呆体が内分泌器官で

あり早発性身体に関係ありとするならば， 体重p 皐

丸p 副皐丸の重量についてP 増加が遅延するか促進す

るかp 或は重量の平均が著し く異なるか，或は手術群

と対象群のどちらかに共通の一定の傾向を示すべきで

ある．

精褒重量は正常ラットではp 体重90gまではその発

育甚だ少な く20mg前後であり， 体重が 90g以上にな

るとその重量を急速に増し，体重 120gでは精義は280

田g～300mgになるといわれる． 私の実験では（表II)
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に見る如く，体重に比し特に小或は特に大というもの

はない．これも又桧果体の機能が関与するならば体重

に対する糟糞重量の増加に著明な遅速が示されねばな

らない．

皐丸，副皐丸， 精褒，副腎の組織学的検索において

も同じ理由から一定の傾向 L萎縮，過度の増殖等）を

示すべきであると考える．

また6及び13週飼育例については対照はないが，同

時期における正常ラッ トに比し特に異常の発育或は萎

縮がある僚には思われなレ．

以上の諸点から桧果休部にアルミナクリームによる

持続性の刺激を加えたが手術群が対照群に比し，その

身体生殖擦の発育が著しく促進され或l立抑制されてい

るとは考えられない．

結
吾6

宙開

これは松果体と身体並びに生殖器の発育との関係、を

知る目的で桧果休部にアルミナクリームを注入した実

験の報告である．

実験には生後4～5週6群18例の雄ラットを用い12

例を手術6例を対照とし術後同一条件下に4週間飼育

した． 各群は同腹である．別に2例 （生後5週）を術

後6及び13週飼育した．

-H中rt土骨形成的関頭術の後，アルミナクリームを浸

透させたスポンゼルをもって桧果休を蔽いp 硬脳膜，

骨片は旧に復し創を閉じた．

4週間飼育群は手術群と対照群とについて休重，皐

丸，面目撃丸，鵜賓の重量測定及び皐丸，副皐丸，精褒，

副腎3 松果休部の組織学的検索を行なった.6及び13

週飼育例は対照はないが体重，皐丸の重量測定並びに

皐丸，副皐丸，精嚢，副腎について組織学的検索を

行なった．

その結果は手術群と対照群との聞に特に注目すべき

変化は認められず，絵果体は身体生殖器の発育と特に

関係ある内分泌器官とは考えられないとの結論を j'.]-

Tこ．

筆を捌くに当 りP 終始御恕篤な御指導p 御縦撞を賜

わり 3 御絞l制をいただいた荒木千里教授に深い感謝を

鯵げます』
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図1 [I. ι ；iニ入後l週間飼育したラッ トの皐丸
（ヘマトキ シリン ・エオジノ 鴇色！

¥... 1 1 

下＇＂・ 1 1 

1 週間飼育し た~~ liHラァトの皐丸

（ヘマトキ ンリン ・エオジン・令色）

~l l ！明 ＼o. S 

はll(;l ¥o. 6 
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図2 術後4週間飼育したラットの副皐丸 l週間飼育した対照ラ ソトの副皐丸

¥o. I 2 対照 ＼υ6 

図3 術後4週間飼育したラットの副腎 4週間飼育した対照ラットの副腎

図4 精獲

¥ ... I..., ！＼り．
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図5 術後13週飼育したラット

皐 丸 精 獲

戸Jりー 1 6 ¥o. 1 6 

副皐丸 面リ 腎

¥". I 6 トベ什ー I 6 

図6 術後6週飼育したラットの皐丸 図7 術後4週の松果体

:¥o. 1 5 7ベ（人 12 
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図8 術後 』週の ！：！~I利1、三

¥ ... 9 ¥o. 9 


